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地 域 の 方 々 と と も に 辰野南小学校
　本校から歩いて20分ほどの場所にある
「育ちの森」。毎年、植樹をしたり、巣箱を取り
付けたり、丸太でコースターを作ったりと、
様々な体験学習をしています。
　今年のお盆に県内を襲った集中豪雨によ
り、この森も被害を受けました。
　10月、地域のボランティアの皆さんに説明
をしていただきながら、森を見に行きました。
川に土砂が流れ込んだり、大きな木が倒れて
いたりする様子を目にした児童は、災害の大
きさに驚き、自然の豊かさだけでなく「怖さ」
も実感しました。

　コロナ禍で、何をするにも神経質な学校運
営が求められる中、こうした皆様のお支えに
よって、子どもたちの「居場所」「心」「個性」が
保障されている毎日の尊さに、感謝です。

　11月、地域のボランティアの方が企画して
くださった「北大出地域探訪」に、6年生が参
加しました。神明神社と高遠を結ぶ「高遠道」
は、江戸時代、この地域から高遠藩に納める
年貢の通り道として整備されていたこと、辰
野は高遠領でも、すぐ隣の箕輪は飯田領
だったこと、かつて武田信玄もこの地にかか
わりがあったことなど、普段、なにげなく通っ
ていたり、目にしていたりする「身近さ」にか
くれたスケールの大きな歴史を知ることが
できました。

　11月16日には、全校マラソン大会がおこ
なわれました。ここでも、ボランティアの方々
のお力を借り、沿道の安全を確保していただ
きました。
　子どもたちは、ボランティアの皆さんや、保
護者の方々からたくさんのパワーを受け取り
ながら、自分の目標に向けて、懸命に走るこ
とができました。
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